















出土文字資料は一九七〇年代以降の大規模な開発 伴う集落全体の発掘調査が陸続と行われた結果として、 奈良 ・平安時代の集落遺跡 ら、質量ともに豊かな資料の蓄積をみることになり、現状では北海道から沖縄にいたる地域で十万点をこえる墨書土器が出土しており、データベース化によって、全体の把握を行う努力が続けられている。
墨書土器の資料的蓄積は戦後の日本考古学の主要な成果と位置づけられるが、これに関する考究は一九九〇年



























いっぽう、 墨書土器に記された仏教的字句に関する研究は存外に少ないが、 たとえば荒木志伸氏は東国の奈良 ・



























原遺跡群のなかでも囲護台遺跡は東側の 地上に立地しており、古墳時代の住居址二〇五軒、奈良・平安時代住居址三六一軒などが検出された。六世紀中頃から九世紀中頃まで連綿と続く集落遺跡である。出土遺物のなかでも、とくに注目されるのは墨書土器と刻書土器で、合計して一八四点が出土し 。墨書土器、刻書土器ともに初現は八世紀代からであるであるが、盛行す のは九世紀である。
墨書文字には「五」 「千」 「弁」 「貞」 「人」などの一字の例と「千人」など複数文字の例とがある。その他に「大
杯酒」 （三一九号住居址） 「寺坏」 （六二三号住居址） 文字が墨書された土師器坏が出土している。 「大杯酒」の墨書からみて、 「寺坏」も酒を入れる容器である「坏」として用いられたことは確実であろう。この遺跡では仏堂など仏教関係の遺構は検出されていない。このような点から、 「寺杯」墨書土器は近辺の仏堂的な施設と関連する遺物とみられる。③「酒坏
･









同じ地点では「寺」の墨書文字がある土師器坏が出土 ており、その他の地点でも「佛」 「酒坏 ・ 由」の墨書が記された土師器坏が出土している。
これらのことから、奈良・平安時代の集落に伴って、江原台遺跡では、集落内に瓦塔を安置した仏教関係施設





跡はＡ地区～Ｄ地区に分かれており、そのうち、発掘調査が行なわれたのはＢ・Ｃ・Ｄ地区で、Ｃ 区は遺跡群の西寄りを占める。調査の結果、奈良 ・ 平安時代 竪穴住居址九〇軒、掘立柱建物址一三軒 土坑四基をはじめ、多数 遺構が検出された。そ うち 平安時代 竪穴住居跡からは三〇〇点以上 墨書土器 出土してい 。出土した土師器坏には、 寺名とみられる「赤穂寺」や 赤穂寺」や僧名とみられる「真勝」 、 集団名とみられ 「火神部」や「酒」の字の墨書が認められた。
具体的にみると「赤穂寺」墨書土器が出土した竪穴住居址（ＳＩ―
31）と近接した竪穴住居址（ＳＩ―５）か
ら「□酒」 「神」 「火加木□」などの墨書がなされた土師器坏が出土している。報告書ではこの遺跡の北側の谷地部に「赤穂」の字名があることから、ここに寺院 存在し 可能性 示唆され いっぽう □酒 「神」「火加木□」の墨書土器が出土した竪穴住居址では酒を用いて、 「神」に対してする祭儀が行われていた可能性が
8ある。 「火加木□」については不明であるが、 他の遺構で出土している「火神部」の墨書土器に関わる集団ないしはその職制に関連するなんらかの行為を示している場合があることのみを示唆しておきたい。
この遺跡では「赤穂寺」という仏教関係の墨書がある土器と「神」 「□酒」のように在来の信仰が行われていた























採取に先立って発掘調査された結果、縄文時代の土坑や奈良・平安平安時代の竪穴住居址が検出された。奈良・平安時代の竪穴住居址一四軒のなかで三軒（ＳＩ九，一〇、一一）からは墨書土器が出土した。そのなかでＳＩ一〇住居址から出土した土師器坏 うち、一点には口縁部外面に「大富」内面に「酒杯」の墨書があり、別の一点には、 体部外面に「寺」 、 外低部に「佛」と判読できる墨書が記されていた。これらが出土した住居址ＳＩ一〇の年代は九世紀中頃 後半と報告されてい 。
この遺跡の発掘調査範囲内では仏堂的な施設は検出されておらず、 また仏教関係遺物も出土していないが、 「酒」





立柱建物八棟の他に土器焼成遺構や土壙などが検出された。 の年代 九世紀から十世紀代まで継続したと考えられている。土器を製作する工房と土器焼成遺構の中心となる年代は九世紀後半から一〇 前半 あり、この時期には土器生産が盛行したことがわかった。
墨書土器としては、体部外面に三行にわたって「酒弐升半・浄浄・稲五千」と記 た片口の土師器鉢（七二
号竪穴住居址）や「西寺」 （一〇九号竪穴住居址） 「佛」 （一一〇号竪穴住居址） 「僧」 （一一六号竪穴住居址）などの仏教関係の文字が記された土師 坏が出土している。
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この遺跡は土器生産に関わる工人が住んだ集落であり、出土遺物も焼造された土器が主体であり、仏教遺物は
出土していない。このような遺跡から「西寺」 「佛」 「僧」などの仏教関係の墨書が施された土器が出土していることは、集落に住んだ土器工人たちの仏教信仰の実態を示すものといえよう。この遺跡で出土した土師 鉢に記された「酒弐升半・浄浄・稲五千」の墨書の示すところは、不明というほかはないが、 「浄浄」を「浄い」あるいは「穢 がない」という意味に解してよいならば、何らかの祭儀に用いた容器である可能性がたかい。
仮定ではあるが、 「西寺」 「佛」 「僧」などの墨書土器は、 土器工人たちが生活のなかで接していた仏教の具体相
を現すものであり、 「酒弐升半・ 浄・稲五千」 土器を彼ら 行っていた在来の祭祀行為に関わる器物とみるならば、集落次元での信仰習俗の両相を示すものとみられる。
この遺跡の西側に谷をはさんで位置する台地には、 永吉台遺跡群のなかで遠寺原地区と呼ばれる遺跡が所在 、














井戸向遺跡は谷津をはさんで、 白幡前遺跡の北西に位置する。奈良 ・ 平安時代の竪穴住居址九五軒、 掘立柱建物


















ては「酒」 「寺」 「寺塔」 「佛」 どの文字が記された土師器坏 出土しているが、 そのうち「寺」字墨書土器が圧倒的に 多く、墨書 器の四五パーセントをしめるという。
この遺跡は古代集落でありながら、 瓦塔を安置した仏堂であり、 このような遺跡が「村落内寺院」とい 類型と
して位置づけられる端緒となった。この用語の定立そ も についても議論 行われているが、そのことによって古代集落にお る仏教信仰の実像の一端を明らかにされるよう なった。
この遺跡では、集落次元で建設された仏堂施設が「寺」と呼ばれ、そこに安置された瓦塔が「寺塔」と呼ばれ





















佛」 （ＳＫ〇〇六） 「造寺」 （ＳＤ〇〇二）などの仏教関係の語句および国分寺における教
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墨書土器は竪穴住居址と掘立柱建物から多数出土しており、そのなかに「佛」 （五三号住居址） 「寺」 （二八号











いたことが判明した。検出遺構しては溝や掘立柱建物があり、土師器を主体 した出土遺物とあわせて、浄水寺址は時期的には九世紀後半に成立したと考えられる。その主たる根拠は溝など ら大量に出土した墨書土器のなかに、 「浄水寺」と記された資料が多数認められる点にある。出土遺物には銅三鈷鐃、銅鉢、金銅荘厳具、金銅軸端、僧形木像、僧形板絵、板塔婆などの仏教関係遺物 その他には仏像・法具（三鈷杵 ）と塔婆などの仏教的図像を土器 墨書で描いた戯画土器などが出土 ており、こ らは寺院址であること 証左と っている。その他の出土遺物では越州窯青磁・長沙窯水注や刀装具である兜金の他 鳳凰形装飾などの金属製品などが出土しおり、これらによって、報告書では平安時代の浄水寺が有力な地方 在庁官人によって庇護のもとに成立した山間寺院と位置づけられている。
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墨書土器のなかには、 土師器の台付椀の高台内に「酒坏」 （Ⅲ―３―４テラス大溝）の墨書が認められる。浄水



























に面した場所に形成された遺跡と考えられる。これまで部分的な発掘調査が行われ、古代と中世遺構の複数の時期にわたる遺構が検出されている。古代の遺構としては奈良時代後期から平安時代前期にかけての炉址、集石が検出されてい 。周辺の包含層から土師器や三彩片が出土しており、そのなかにはヘラ描き文字が認められる資料がある。ヘラ描き文字には「寺杯」 「六寺」 「寺」などの字句があるが、報告書の考察では寺の字は寺院または役所を意味するため、この文字を寺院との関係のみで理解すべきで ないと予察してい
これらの墨書土器は包含層から出土した資料であり、遺構に帰属するものではないため、その位置づけは難し
いが、他地域の例を参照すると、近傍 仏教関係施設が存在し、そこで酒杯として用いられ た容器であった可能性 考えられる。
以上のような例とは別に官衙関係遺跡から出土する墨書土器のなかに明らかに用途を示すものが認 られる。
この種の類例は多いが、これら上記の「酒」と仏教関係字句の墨書 出土する遺跡とは、その性格が異 ることは明らかであって、本論の目的とは異なるために、ここでは典型として、 雲雲国土庁跡出土の土師器坏に「酒坏」と墨書された例をあげるにとどめたい
上記のように、 「酒」字およびこれを含む字句が墨書されている土器と「佛」 「寺」などの仏教関係の文字が墨
































































































































































































これによって禁止したが、俗人をしてこれを制しても、僧侶において 疑い恐れる者がなく、破戒乱行の輩が仏法に違い、王法にそむいて、療病に因るにあらずして、みだりに觴すなわち杯 飛ばし 、有識の嘲りを知らず、
28
語法の厭を顧みることがない。そのため所司は牒をもって僧綱に示し、諸寺に下知して、厳しく禁遏を加え、勤めて清慎を致しむべし、 ある。そして、これに違うと必ずその名を録 て、所司に送らしめ、罰を加えるとあり、僧尼の飲酒に対しては 懲罰をもってこれに臨むことが記されている。加えて、僧侶への贈物をも禁じており、僧尼を統制すべき僧綱や三綱がこれらを知って糺さなければ同罪としている。
このように律令制下で僧尼には飲酒が禁止されていたが、寺院や僧尼と酒との関わりは存在し、やがて神仏習









いては、基本的に僧尼の飲酒は禁止されていたが 実態として 僧尼の飲酒は止む はなく、中世にいたっは寺院が有力な醸造所となるにいたったと概観することができよう。
ただし、これは奈良・平安時代の僧尼および寺院における の禁止とそれに対する実態であって 集落次元

































分から出土していることによって、 国分寺の講師が住んだ施設またはその近傍において、 「酒」を用いた行事や儀礼が行われていた可能性がある。すでに縷々述べたように「酒」字墨書土器は用途としては酒杯であり、この出土は国家が規定する地方における公的な仏教施設として最たる国分寺においてさえ、酒杯を用いた儀礼や行事が実修されていたと考えられるのであ 。
このようにみてくると、奈良・平安時代の集落次元行われる仏教信仰で酒杯が献じられるのみならず、国分寺
においてさえも、酒杯を用いた儀礼や行事が存在したのであって、これらの点からは明らかに原理的な仏教の禁戒が変容を経ているといわねばならない。
いっぽう、同時代資料で「酒」字を含む文字資料としては武蔵国府関遺跡出土の 孝 」 あげられ





された土器の器種や器形および墨書の容態が類型的であることが注目される。 これらの類型的な墨書土器からは、孝を標榜するに際しても、仏に対して献ずるにも、酒をもって れにあて 坏に盛り注いで供献していた と推定される。これら 例によって、 古代の東国において 、 葬礼におけ 儒教的な思惟とし 「孝」であるか、
32
掘立柱仏堂などで行われた仏教的儀礼であるかをとわず、 酒を献じ、 供えて行う信仰儀礼があったことがわかる。すなわち、儒教や仏教という思想や宗教の次元をとわず酒を供献する儀礼の実修があったとみられる。このように酒を供献する儀礼行為の基盤の上に、 儒教的な思惟や仏教的な信仰が重層した結果としての具象が、 「孝酒」や「寺坏」 ・ 「酒」 、 「佛酒」などの土器に記された墨書であると考えられる。
そして、このような東国古代集落における「酒」を用いた祭儀や行事が存在し、それが仏教的行事あるいは儀




も、 墨書がある土器は、実際のカマド内の祭祀 用いられる場合は逆位で用いられることがあったと想定される。このことを敷衍すれば庄作遺跡で出土した土師器坏外底部に墨書された「佛酒」の語は、馬場遺跡での土師器坏の用法と同じく、祭祀行為に際して逆位で用いられたことが 定される。カマドの祭祀 用いられたこれらの土 と、同じく逆位で用 ら た 「佛酒」墨書土器 を比較する 、やはり同様の用法を想定されることは許されよう。
このような同時代かつ同地域における祭祀または儀礼の事例をみてわかることは、 「佛酒」墨書土器に象徴され
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40）  杉本卓洲「第十章飲 戒考」 『五戒の周辺―インド的生のダイナミズム―』 （前掲注３０）
（
















45）  坂口謹一郎『日本の酒』 （岩波書店、二〇〇七年） 〔初 は一九六四年〕
（
46）  市立市川考古博物館編『下総国分寺跡発掘調査報告書―平成元～五年度―』 （市立市川考古博物館、一九九四年）
（




48）  門田誠一「孝酒」墨書土器の史的環境：武蔵国関連遺蹟出土資料の検討（ 『文学部論集〔佛教大学〕 九四、二 〇
（
49）  千葉県文化財センター編『東関東自動車道埋蔵文化財調査報告書四（佐原地区一） 』 （日本道路公団東京第一建設局 八八年）
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〈出典〉
図１の墨書土器の実測図は注にあげた各遺跡の報告書により、論旨に関係する図のみを示した。
〈付記〉
本稿は科学研究費補助金（基盤研究Ｃ）課題番号二一五二〇七七七「出土文字資料の出典論的方法による古代信仰展開様相の研究」（平成二一～二五年度）による平成二五年度の研究成果の一部である。
